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★ ナルク（ ）は 法人ニッポン・アクティブライフ・クラブが発行する情報誌です。我々は高齢者の声の代弁者として質の高い情報を発信します。

ナ
ル
ク
は
、
設
立
当
初
か
ら
時
間
預
託
に
よ
る
会
員
同
士
の
助
け
合
い
を
基
本
活
動
と
し
て
活
動

拠
点
の
全
国
展
開
を
図
っ
て
き
た
。

年
目
を
迎
え
た
現
在
で
は
、
今
ま
で
に
貯
め
た
預
託
点
数
の

利
用
に
よ
る
助
け
合
い
活
動
が
微
増
傾
向
に
あ
る
。最
近
の
世
相
は

年
前
と
様
変
わ
り
し
て
お
り
、

人
生
１
０
０
年
時
代
、
終
身
雇
用
制
減
退
、
年
功
序
列
崩
壊
の
流
れ
の
一
方
で
雇
用
延
長
、
年
金
支

給
の
先
送
り
と
い
っ
た
風
潮
が
目
立
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
向
で
き
る
時
間
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ナ
ル
ク
が
団
体
を
運
営
す
る
財
力
は
、
会
費
と
寄
付
金
。
時
間

預
託
活
動
一
辺
倒
で
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
本
部
も
活
動
拠
点
も
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
、
定
款
の
定
め
る
範
囲
内
で
種
々
事
業
に
ト
ラ
イ
し
、
活
動
面
で
の
幅
を
広
げ
、
財
政
面

で
の
配
慮
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
月
号
で
は
ま
ず
事
業
規
模
が
大
き
い
福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。

ナ
ル
ク
は
、
高
齢
者

等
の
福
祉
へ
の
寄
与
と

組
織
の
財
政
的
な
支
援

を
目
的
と
し
て
、
平
成

年
に
福
祉
調
査
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢

者
施
設
や
保
育
園
な
ど

法
令
で
受
審
を
義
務
付

け
、
あ
る
い
は
要
請
さ

れ
て
い
る
業
種
へ
の
第

三
者
に
よ
る
評
価
調
査

事
業
を
神
奈
川
と
大
阪

で
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
地
の
拠

点
で
セ
ン
タ
ー
設
置
の

動
き
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
地
元
自
治
体
、
同

業
他
社
、
調
査
員
確
保

な
ど
の
面
か
ら
立
消
え

た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
現

在
は
全
国
で
８
か
所

（
北
海
道
、
栃
木
、
千

葉
、
神
奈
川
、
岐
阜
、

滋
賀
、
大
阪
、
兵
庫
）

で
外
部
評
価
や
第
三
者

評
価
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
の
活
動

状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

﹇
北
海
道
﹈

ナ
ル
ク
北
海
道
福
祉

調
査
セ
ン
タ
ー
は
道
内

か
所
の
拠
点
を
中
心

に
、
外
部
評
価
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

各
拠
点
で
は
調
査
員
の

高
齢
化
や
冬
期
間
の
移

動
問
題
を
抱
え
な
が

ら
、
日
々
研
鑽
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。

以
前
、
道
内
に
は

の
調
査
機
関
が
あ
っ
た

が
撤
退
し
た
所
も
あ

り
、
現
在
は
６
機
関
が

活
動
中
で
す
。
本
年
は

調
査
件
数
も
一
昨
年
よ

り
増
え
る
の
で
は
と
予

想
し
て
お
り
ま
す
。
一

昨
年
度
は

件
、
昨
年

度
は

件
の
外
部
評
価

調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
第
三
者
評
価
で

は
一
昨
年
度
３
件
、
昨

年
度
は
６
件
で
し
た
。

人
材
育
成
で
は
、
昨

年
度
は
外
部
評
価
調
査

員
７
名
が
誕
生
し
、
今

年
度
も
３
名
が
受
講
中

で
す
。

各
調
査
員
か
ら
上
が

っ
て
く
る
調
査
資
料
の

精
査
に
、
山
下
事
務
局

長
と
霜
山
顧
問
に
奮
戦

し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
特
に

毎
年
度
末
の
寝

食
を
忘
れ
て
の

対
応
に
は
頭
が

下
が
る
思
い
を

し
て
お
り
ま

す
。各

拠
点
へ
の

財
政
支
援
に
お

い
て
も
、
外
部

評
価
受
審
件

数
、
第
三
者
評

価
件
数
の
増
減

に
よ
っ
て
内
容

は
異
な
り
ま
す

が
拠
点
に
よ
っ

て
は
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

北
海
道
は
九

州
、
中
国
、
香

川
、
愛
媛
を
合

わ
せ
た
く
ら
い
の
大
き

さ
が
あ
り
、
そ
の
道
内

に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
カ
バ
ー
し
て
い
く

と
な
る
と
、
各
拠
点
を

超
え
た
調
査
員
の
応
援

も
必
要
で
あ
り
、
交
通

費
の
増
加
、
宿
泊
費
の

発
生
な
ど
事
業
者
へ
の

負
担
を
お
願
い
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
記
・
小
山
孝
）

﹇
栃
木
﹈

ナ
ル
ク
栃
木
福
祉
調

査
セ
ン
タ
ー
の
外
部
評

価
活
動
は
、
当
初
か
ら

申
し
込
み
、
契
約
に
始

ま
り
、
調
査
資
料
入
手

か
ら
訪
問
調
査
、
調
査

結
果
報
告
、

外
部
評

価
受
審
証
明
書

の
交

付
ま
で
、
５

６
回
の

事
業
所
訪
問
を
行
い
、

調
査
・
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
訪
問
の
都

度
、
管
理
者
な
ど
責
任

者
の
考
え
、
事
業
所
の

方
針
な
ど
の
話
を
お
聞

き
す
る
こ
と
で
、
情
報

の
入
手
と
良
好
な
関
係

を
築
き
、
契
約
の
継
続

に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。セ

ン
タ
ー
の
運
営
体

制
は
、
調
査
・
評
価
活

動
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー

の
役
員
会
、
調
査
報
告

書
認
定
委
員
会
、
評
価

調
査
員
勉
強
会
を
そ
れ

ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
頻
度

で
定
期
的
に
開
催
し
、

業
務
の
精
度
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。

調
査
活
動
と
し
て

は
、
外
部
評
価
は
行
政

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
外
部
評
価
受
審
の
緩

和
制
度
、
小
規
模
多
機

能
施
設
の
外
部
評
価
受

審
省
略
の
方
針
に
よ

り
、
近
年
調
査
件
数
が

減
少
し
て
お
り
、
昨
年

度
の
調
査
実
績
は

件

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
三
者
評
価
は
、

昨
年
度
保
育
園
を
２
件

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
活
動

に
よ
っ
て
、
平
成

年

度
か
ら
平
成

年
ま
で

の
事
業
活
動
収
入
の

％
強
に
当
た
る
６
３
４

万
円
を
関
係
拠
点
や
中

央
セ
ン
タ
ー
へ
の
財
政

支
援
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
展
望
と

し
て
は
、
外
部
評
価
活

動
に
つ
い
て
は
現
在
ま

で
に
当
セ
ン
タ
ー
が
調

査
を
受
託
し
た

の
事

業
所
と
の
受
審
契
約
の

継
続
に
よ
る
年
間

件

の
調
査
の
確
保
、
第
三

者
評
価
活
動
に
つ
い
て

は
市
町
村
の
入
札
制
度

を
活
用
し
、
年
１

２

件
の
保
育
園
の
評
価
調

査
の
確
保
を
最
低
ラ
イ

ン
と
し
て
事
業
活
動
に

励
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
記
・
走
出
政
視
）

﹇
千
葉
﹈

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第

三
者
評
価
は
福
祉
施
設

で
あ
る
保
育
所
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障

害
者
支
援
施
設
な
ど
が

対
象
で
す
が
、
ナ
ル
ク

千
葉
福
祉
調
査
セ
ン
タ

ー
は

保
育
所
（
園
）

に
特
化
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
の
た
め

第
三
者
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

評
価
調
査
員

名
の

う
ち
福
祉
系
調
査
員
９

名
は
全
て
保
育
所
長
経

験
者
で
す
。
ま
た
評
価

調
査
の
収
益
の
一
部
は

千
葉
県
内
の
各
拠
点
な

ど
に
協
力
金
と
し
て
配

分
し
て
い
ま
す
。

評
価
実
績
は
平
成

年
度

件
、

年
度

件
と
順
調
に
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
大
手
保

育
会
社
の
方
針
転
換
な

ど
で
平
成

年
度
は
６

件
に
減
少
し
、
経
営
的

に
は
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
保
育

所
の
評
価
を
平
成

年

度
末
ま
で
に
全
て
の
事

業
所
で
の
受
審
を
努
力

義
務
と
し
て
い
ま
す

が
、
千
葉
県
の
平
成

年
度
の
受
審
事
業
所
は

か
所
で
、
県
内
約
８

０
０
か
所
の
保
育
園
数

に
比
べ
れ
ば
目
標
に
大

き
く
か
け
離
れ
て
い
ま

す
。
行
政
側
は
今
後
も

第
三
者
評
価
の
事
業
者

へ
の
啓
蒙
を
進
め
る
と

と
も
に
、
受
審
事
業
者

に
は
補
助
金
の
ほ
か
に

も
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
な
ど

の
施
策
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

調
査
員
は
保
育
園
で

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気

を
も
ら
い
、
報
告
書
作

成
で
の
真
剣
な
議
論
な

ど
で
大
い
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

明
る
い
子
ど
も
が
育
つ

よ
う
、
ま
た
保
護
者
の

満
足
度
向
上
と
保
育
士

の
や
り
が
い
や
達
成
感

を
高
め
る
た
め
、
真
剣

に
情
熱
を
持
っ
て
第
三

者
評
価
を
進
め
て
い
き

ま
す
。（記

・
西
村
寿
紀
）

﹇
神
奈
川
﹈

ナ
ル
ク
神
奈
川
福
祉

調
査
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成

年
６
月
に
評
価
機

関
と
し
て
県
か
ら
認
証

を
受
け
、
当
初
３
人
で

評
価
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

今
年
で

年
目
を
迎

え
、
現
在

名
の
調
査

員
を
擁
し
、
保
育
園
や

高
齢
者
施
設
、
障
害
者

施
設
、
児
童
養
護
施
設

や
乳
児
院
な
ど
社
会
的

養
護
施
設
の
第
三
者
評

価
事
業
並
び
に
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護

（
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）
の
外
部
評
価
事

業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。私

ど
も
は
設
立
以

来
、
丁
寧
で
き
め
細
や

か
な
評
価
を
心
掛
け
実

行
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
評
価
さ
れ
て
、
丁

寧
な
評
価
を
す
る
評
価

機
関
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
、
こ
こ
数
年
、
評

価
実
施
可
能
件
数
を
超

え
る
申
し
込
み
を
い
た

だ
き
、
う
れ
し
い
悲
鳴

を
上
げ
て
い
ま
す
。

第
三
者
評
価
事
業
は

毎
年

件
、
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は

件
強
の
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
に
よ

っ
て
収
益
が
得
ら
れ
た

年
度
は
、
中
央
セ
ン
タ

ー
に
対
し
て
相
当
額
を

活
動
支
援
資
金
と
し
て

上
納
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
保
育

園
や
高
齢
者
施
設
な
ど

多
く
の
福
祉
施
設
が
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
、
質
の
向

上
を
図
る
た
め
、
第
三

者
評
価
の
活
用
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
第
三
者
評

価
を
受
審
す
る
事
業
所

の
福
祉
サ
ー

保育園での訪問調査時における食事風景

季の輝き季の輝き

信州の秋 白馬村にて 写真・岩井 惇信州の秋 白馬村にて 写真・岩井 惇

（
次
頁
へ
）

（１） 号 年 月 日 第３種郵便物認可 年 月 日発行ナ ル ク（ ）



★ ナルク（ ）とは 法人 ニッポン アクティブライフ クラブ（ ）の通称です。

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
、

第
三
者
評
価
事
業
を
通

し
て
、
い
さ
さ
か
で
も

貢
献
し
、
以
て
社
会
全

体
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
べ
く
、
よ
り
多
く
の

評
価
実
施
に
向
け
、
広

く
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ナ
ル
ク
会
員

の
皆
さ
ま
、
評
価
活
動

を
通
じ
て
社
会
参
加
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
記
・
野
村
勉
）

﹇
岐
阜
﹈

ナ
ル
ク
岐
阜
は
２
０

０
７
年
２
月
、
岐
阜
県

か
ら
第
三
者
評
価
事
業

の
認
証
を
受
け
活
動
開

始
し
、
今
年
で

年
が

経
過
し
ま
し
た
。

初
め
の
３
年
間
は
、

知
名
度
の
低
さ
も
あ
っ

て
開
店
休
業
状
態
が
続

き
、
辛
い
期
間
も
あ
り

ま
し
た
が
、
４
年
を
経

過
し
た
頃
か
ら
、
契
約

料
金
を
下
げ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
依
頼
件
数
が

年
々
増
加
し
、
２
０
１

８
年
度
は
８
事
業
所
の

調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
度
も

８
事
業
所
と
契
約
し
、

事
前
準
備
も
含
め
、
評

価
・
調
査
業
務
を
進
行

中
で
す
。

岐
阜
県
の
調
査
機
関

は
５
機
関
で
、
一
年
間

の
総
受
審
件
数
は

件

前
後
で
す
か
ら
、
他
の

評
価
事
業
所
と
比
較
し

て
も
互
角
の
活
動
が
で

き
て
い
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
ナ
ル
ク
が
第
三

者
評
価
事
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
、
地
域
に

お
け
る
ナ
ル
ク
の
存
在

感
を
増
す
大
き
な
要
因

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
減
少
に
よ
る

年
会
費
収
入
、
時
間
預

託
活
動
寄
付
金
の
減
少

傾
向
が
続
く
な
か
、
第

三
者
評
価
事
業
は
、
収

益
の
見
込
め
る
事
業
で

あ
り
、
拠
点
の
活
動
収

入
と
し
て
、
財
務
的
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

福
祉
関
係
事
業
所
の

第
三
者
評
価
へ
の
関
心

は
年
々
高
ま
っ
て
き
て

お
り
、
依
頼
件
数
は
今

後
も
増
加
す
る
こ
と
が

予
測
で
き
、
事
業
の
将

来
性
は
極
め
て
明
る
い

の
で
す
が
、
調
査
員
の

高
齢
化
が
進
み
、
新
し

い
調
査
員
の
要
請
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
記
・
山
口
弘
）

﹇
滋
賀
﹈

滋
賀
県
は
琵
琶
湖
を

真
ん
中
に
拠
点
が
分
散

し
て
お
り
、
湖
西
、
高

島
、
彦
根
、
湖
南
の
地

区
独
立
が
必
須
で
、
分

室

と
し
て
独
立
し
、

業
務
完
結
す
る
仕
組
み

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

運
営
の
基
本
は
４
分

室
で
構
成
し
、
湖
西
本

部
の
代
表
、
経
理
責
任

者
、
事
務
局
長
、
分
室

長
の
責
任
者
会
議
（
年

４
回
）
と
事
務
局
会
議

（
毎
月
）
で
運
営
。
そ

の
連
携
は
密
で
、
全
て

の
情
報
連
絡
や
意
見
調

整
は

メ
ー
ル
で
迅
速

に
、
ほ
と
ん
ど
即
日
中

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の

が
、
外
部
評
価
結
果
の

相
互
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

分
室
長
は
自
分
の
担

当
エ
リ
ア
だ
け
で
な

く
、
他
の
３
分
室
分
も

含
め
て
全
て
の
評
価
結

果
に
目
を
通
し
、
チ
ェ

ッ
ク
、
コ
メ
ン
ト
し
て

互
い
に
評
価
結
果
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
２
年
間
の
成
果

は
、
２
０
１
７
年
外
部

評
価

件
（
県
内
で
の

占
有
率

・
５
％
）
、

第
三
者
評
価
４
件
で
、

中
央
セ
ン
タ
ー
・
拠
点

配
分
額
は
約
１
０
６
万

円
。
２
０
１
８
年
は
外

部
評
価

件
（
同

・

３
％
）
、
第
三
者
評
価

８
件
、
同
配
分
額
は
約

１
３
８
万
円
で
し
た
。

各
拠
点
と
も
貴
重
な
財

源
と
し
て
有
効
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
し

て
、

責
任
者
の
後
継

者
養
成
と
新
規
調
査
員

候
補
募
集
に
全
力
を
注

ぐ

特
に
第
三
者
評
価

調
査
が
今
後
の
主
活
動

と
な
る
予
測
の
も
と
体

交
野
拠

点
（
い
わ

ふ
ね
ク
ラ

ブ
）
の
熱

い
人
は
当

ク
ラ
ブ
の

合
唱
の

会

を
指

導
し
て
い

た
だ
い
て

い
る
堂
野

喜
美
子
さ

ん
で
す
。

堂
野
さ
ん
と
の
出
会
い
は
７
年

前
の

交
野
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

で
し
た
。
そ
の
時
は

交
野
市
の
民
生
委
員
の
代
表
を
さ

れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
出
店
場
所

に
来
ら
れ
た
時
に
ナ
ル
ク
の
事
を

説
明
し
、
入
会
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

堂
野
さ
ん
は
以
前
か
ら
長
年
、

地
域
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動

交野拠点 堂野喜美子さんの巻

あ
る
先
生
の
言
葉
に
大
笑
い
を
し

な
が
ら
楽
し
く
発
声
練
習
し
、
そ

れ
か
ら
歌
に
入
り
ま
す
。

私
た
ち
は
毎
年
、
拠
点
の
新
年

会
、
定
時
総
会
の
時
に
、
皆
さ
ん

に
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
発
表

の
場
と
し
て
い
ま
す
。

私
が
思
う
堂
野
さ
ん
の
ス
テ
キ

な
と
こ
ろ
を
３
つ
挙
げ
る
な
ら
、

何
に
対
し
て
も
奉
仕
精
神
の
人

自
分
の
身
体
も
省
み
ず
、
受
け

た
仕
事
を
続
け
る
人

歌
に
情
熱

を
注
げ
る
人
。

ま
さ
に
ナ
ル
ク
の
理
念
自
立
、

奉
仕
、
助
け
合
い
、
生
き
が
い

を
実
践
し
て
い
る
人
だ
と
思
い
ま

す
。私

た
ち
会
員
は
堂
野
さ
ん
を
手

本
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

（

合
唱
の
会

世
話
人

渡
邉

恵
美
子
記
）

を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
里
親
制

度
の
応
援
歌
、
更
生
保
護

女
性
会
コ
ー
ラ
ス
、
み
ど

り
の
風
（
星
田
コ
ー
ラ
ス
）

な

ど
の
指
導
や
保
護
司
と
し
て
、
長

年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
は
少
年
院
篤
志
面
接
委
員
を
し

て
お
ら
れ
ま

す
。そ

こ
で
ナ

ル
ク
の
コ
ー

ラ
ス
も
指
導

し
て
い
た
だ

き
た
い
と
お

願
い
し
、
快

く
引
き
受
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。す
ぐ
に
い

わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ
合
唱
の
会

を
発

足
さ
せ
、
以
来
ず
っ
と
指
導
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
八
十
歳
を

過
ぎ
た
今
も
歌
と
か
か
わ
る
事
の

大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
練
習
で
は
ま
ず
準
備

体
操
を
し
て
か
ら
発
声
練
習
を
し

ま
す
。

お
尻
の
ア
ナ
を
締
め
て

息
を
お
腹
か
ら
頭
の
上
に
向
け
て

出
す
イ
メ
ー
ジ
で

な
ど
、
的

確
な
指
導
の
中
に
も
ユ
ー
モ
ア
の

ナ
ル
ク
２
面

１
０
１
０
０
１
・
０
２

藤

尚

尚

制
整
備
に
全
力
を
注

ぐ
。こ

の
２
点
の
成
果
無

く
し
て
は
、
当
調
査
セ

ン
タ
ー
活
動
の
継
続
は

困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
記
・
鎌
田
光
三
）

﹇
大
阪
﹈

大
阪
で
は
保
育
園
・

障
害
者
（
児
）
施
設
・

特
養
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

児
童
養
護
施
設
な
ど
幅

広
い
分
野
で
、
評
価
・

調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。現

在
調
査
員

人
、

事
務
所
ス
タ
ッ
フ

人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
管
理
（
組

織
の
あ
り
方
）
と
サ
ー

ビ
ス
（
利
用
者
対
応
）

を
担
当
す
る
調
査
員
が

一
組
に
な
り
、
決
め
ら

れ
た
質
問
表
を
用
い
、

施
設
の
管
理
者
・
主
任

か
ら
の
聞
き
取
り
を
行

い
ま
す
。
書
類
で
実
践

状
況
を
確
認
し
、
本
人

・
家
族
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
職
員
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
参
考
に

し
ま
す
。

高
齢
者
・
障
害
者
・

児
童
養
護
施
設
の
利
用

者
と
昼
食
を
共
に
し
、

食
事
の
内
容
、
支
援
の

対
応
が
適
切
で
あ
る

か
、
ま
た
施
設
内
の
整

理
整
頓
や
設
備
・
非
常

口
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
項
目
を
現
場
で
確
認

し
ま
す
。

現
在
、
大
阪
府
下
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
年

間
２
０
０
件
を
実
施

し
、
保
育
園
や
特
養
な

ど
の
施
設
も

件
余
り

行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ

特
色
が
あ
り
、
第
三
者

評
価
に
資
す
る
適
切
な

調
査
が
出
来
た
か
を
調

査
員
間
で
話
し
合
い
、

報
告
書
を
作
成
し
ま

す
。保

育
園
の
調
査
で

誰
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
？

先
生
は
ど
こ

か
ら
来
た
の

な
ど
、

も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
無
垢
な
瞳
に
出
会

い
、心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

（
記
・
青
木
富
子
）

﹇
兵
庫
﹈

設
立
時
期
は
古
く
、

本
部
の
呼
び
掛
け
で
１

９
９
９
年
６
月
、
当
時

の
神
戸
・
西
宮
尼
崎
・

宝
塚
川
西
・
北
神
三
田

の
４
拠
点
で
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
ま
し
た
。

以
降
、
兵
庫
県
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
機
関
の
認
証
取

得
、
調
査
員
養
成
に
務

め
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
役
員
と
調
査

員
の
構
成
は
、尼
崎（
代

表
、
事
務
局
長
を
含
め

調
査
員
４
名
）
・
西
宮

（
副
代
表
、
監
査
を
含

め
調
査
員
３
名
）
・
芦

屋
（
副
代
表
含
め
調
査

員
３
名
）
・
神
戸
（
調

査
員
と
監
査
各
１
名
）

・
東
神
戸
（
調
査
員
１

名
）
北
神
三
田
（
調
査

員
１
名
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
は
、
現
在

の
調
査
員
は

名
で
、

設
立
以
来
の
実
績
は
、

特
養
の
調
査
４
件
と
保

育
園
調
査
２
件
で
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
（
外
部

評
価
）
の
調
査
員
は

名
で
、
近
年
の
実
績
は

２
０
１
７
年
度

件
、

２
０
１
８
年
度

件
。

中
心
と
な
る
代
表
と

事
務
局
長
が
所
属
す
る

尼
崎
拠
点
に
事
務
所
が

な
い
た
め
、
調
査
活
動

の
準
備
段
階
の
経
費
が

最
小
限
で
済
み
ま
す

（
そ
の
分
、
役
員
個
人

に
か
か
る
負
担
が
大
き

く
所
属
の
拠
点
へ
の
間

接
的
な
影
響
が
大
き

い
）
。

そ
う
い
う
理
由
も
あ

り
、
設
立
直
後
の
１

２
年
に
は
各
拠
点
へ
の

協
力
金
を
支
出
し
た
実

績
が
あ
り
ま
す
が
、
現

在
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
分
、
中
央
調

査
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

本
部
へ
の
上
納
金
を
増

額
し
て
き
ま
し
た
。

（
記
・
橋
本
伊
三
男
）

﹇
中
央
セ
ン
タ
ー
﹈

中
央
セ
ン
タ
ー
は
前

出
８
か
所
の
セ
ン
タ
ー

の
ま
と
め
役
的
な
存
在

で
す
。
具
体
的
に
は
各

セ
ン
タ
ー
間
の
横
の
つ

な
が
り
と
調
整
、
ま
た

各
セ
ン
タ
ー
が
対
外
的

に
法
人
と
し
て
の
手
続

き
が
必
要
な
場
合
、
そ

の
準
備
の
た
め
の
書
類

作
成
と
関
係
官
庁
か
ら

の
書
類
調
達
な
ど
で

す
。
各
セ
ン
タ
ー
が
支

障
な
く
評
価
・
調
査
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
下

支
え
的
位
置
付
け
に
あ

り
ま
す
。

年
２
回
開
催
す
る
中

央
セ
ン
タ
ー
会
議
は
、

各
セ
ン
タ
ー
の
代
表
８

名
が
一
堂
に
会
し
、
意

思
疎
通
を
図
る
定
例
会

議
で
あ
り
、
そ
の
事
務

局
を
中
央
セ
ン
タ
ー
が

担
当
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
定
例
業

務
は
各
セ
ン
タ
ー
の
会

計
業
務
を
統
括
す
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
全
福

祉
調
査
セ
ン
タ
ー
の
会

計
を
掌
握
し
、
月
毎
の

締
め
の
ほ
か
、
年
２
回

の
期
別
決
算
を
行
う
と

共
に
、
ナ
ル
ク
本
体
会

計
と
は
別
個
に
会
計
監

査
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ナ
ル
ク
が
都

道
府
県
単
位
で
新
た
に

福
祉
調
査
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
る
時
に
は
、

事
前
相
談
に
応
じ
る
と

共
に
、
立
ち
上
げ
支
援

を
担
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
最
近

は
各
地
域
の
活
動
拠
点

か
ら
福
祉
調
査
セ
ン
タ

ー
設
置
の
意
向
が
聞
か

れ
な
い
の
が
残
念
で

す
。（
記
・
寺
井
正
治
）

高齢者施設訪問調査時のヒアリング風景

つ
れ
づ
れ
の
記

私
は
こ
れ
で
元
気

で
す

は
休
載
し
ま

す
。

年 月 日発行 第３種郵便物認可 （２）ナ ル ク（ ）



５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

５ １ ★

ナ
ル
ク
３
面

１
０
１
０
０
３

井

井

尚

９
月
９
日
、

日

い
き
が
い

助

９
月
９
日
、

日

い
き
が
い

助

け
合
い
サ
ミ
ッ
ト

盛
大
に
開
催

け
合
い
サ
ミ
ッ
ト

盛
大
に
開
催

公
益
財
団
法
人

さ

わ
や
か
福
祉
財
団
（
会

長
・
堀
田
力
氏
）
が
主

催
す
る

い
き
が
い
・

助
け
合
い
サ
ミ
ッ
ト

大
阪

が
９
月
９
、

日
の
両
日
、
大
阪
国

際
会
議
場
（
グ
ラ
ン
キ

ュ
ー
ブ
大
阪
）
で
開
か

れ
た
。

会
場
に
は
全
国
か
ら

３
０
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
集
い
、
熱
心

に
議
論
を
展
開
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、協
議
体
の
皆
さ
ん
、

行
政
、社
協
、包
括
の
担

当
者
、
民
生
委
員
、
自

治
会
役
員
、

、

そ
し
て
志
あ
る
助
け
合

い
の
仲
間
た
ち
。
分
科

会
だ
け
で
も

も
あ
る

と
い
う
本
格
的
な
サ
ミ

ッ
ト
で
、
ナ
ル
ク
も
全

面
的
に
協
力
し
た
。

全
体
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー

ム
は

共
生
社
会
を
つ

く
る
地
域
包
括
ケ
ア

生
活
を
支
え
合
う
仕
組

み
と
実
践

と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
堀
田

会
長
の
進
行
で
識
者
４

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
発
表
し
、
議
論
が
展

開
さ
れ
た
。

ナ
ル
ク
は
神
野
会
長

が

企
業

に
、
助

け
合
い
に
よ
る
生
活
支

援
活
動
へ
の
参
加
を
促

す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か

の
分
科
会
の
進

行
役
と
し
て
参
画
。

ナ
ル
ク
が
企
画
運
営

の
全
て
を
任
さ
れ
た

時
間
預
託
を
ど
う
広

め
る
か

の
分
科
会
で

は
西
村
事
務
局
長
が
進

行
役
を
務
め
、
登
壇
者

と
し
て
和
田
水
戸
拠
点

本
年
５
月
は
天
皇
の

生
前
退
位
が
行
わ
れ
、

元
号
も

令
和

と
改

元
さ
れ
ま
し
た
。

ナ
ル
ク
本
部
、
枚
方

拠
点
も
設
立

周
年
を

迎
え
、
一
つ
の
節
目
と

し
て
新
し
い
時
代
の
到

来
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。私

自
身
も
ナ
ル
ク
に

入
会
し
て

年
、
時
間

預
託
を
中
心
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
共

に
、
出
来
る
こ
と
を
、

出
来
る
と
き
に
、
出
来

る
方
法
で

の
３
本
柱

ナ
ル
ク
と
の
出
会
い

ナ
ル
ク
と
の
出
会
い

に
感
謝

に
感
謝

枚
方
拠
点

枚
方
拠
点

岡
本
年
昭

岡
本
年
昭

間
と
の
絆
が
何
よ
り
大

切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

私
自
身
は
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
方
と
の
出

会
い
を
喜
び
、
お
互
い

に
助
け
合
い
、
共
に
活

動
で
き
る
仲
間
作
り
に

ま
い
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

７
月

日
、

釧

路
の

は
ぴ
ラ
ジ
！
伝

言
板

と
い
う
番
組
に

代
表
の
私
と
、
副
代
表

の
伊
東
初
美
さ
ん
が
生

出
演
し
ま
し
た
。

ナ
ル
ク
と
は
ど
ん

な
団
体
で
す
か

ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
す
か

会
員
の

年
齢
や
人
数
は
な
ど
、

司
会
者
か
ら
い
ろ
い
ろ

質
問
を
受
け
ま
し
た
。

設
立
当
初
か
ら
介
護

施
設
へ
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
、
会

員
相
互
の
助
け
合
い
活

動
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や

道
東
拠
点
と
の
交
流
活

動
な
ど
を
お
話
し
し
ま

し
た
。

マ
イ
ク
を
前
に
緊
張

し
ま
し
た
が
、

分
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
で

多
く
の
こ
と
を
お
伝
え

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

人
生
百
年
の
時
代
、

支
え
合
う
社
会
を
目
指

し
て

楽
し
い
・
安
心

・
感
動
の
ナ
ル
ク

の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
伝
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に

釧
路
空
港

（
山
内
恵
介
）
の
曲
が

７

、

釧
路
出
演
で
広

釧
路
出
演
で
広

報
活
動

報
活
動

釧
路
拠
点

釧
路
拠
点

河
合
優
子

河
合
優
子

紅白なます
年末の おせち に欠かせない一品ですが、ひっそりと脇役の 紅白
なます は、実家の静岡県富士市では、どこの家でも一味加えた なま
す を作ります。
［材料］
大根

人参
酢 大さじ２ ３杯
砂糖 大さじ２杯
塩 小さじ１杯
落花生 （炒ったもの）

［作り方］
千切りにした大根と人参は、塩でしんなりさせて軽くしぼり、落花生

はすり鉢で細かくなるまですり潰します。すりつぶした落花生に酢と砂
糖を加え、軽くしぼった大根と人参を加え合わせます。各々の好みで酢
と砂糖は加減してください。
ひとこと
落花生が多ければ こく のあるお味になり、栄養的にも優れていま
す。お試しください。

水戸拠点 日高昌子

自慢の郷土料理もご紹介ください ＠
〒 大阪市中央区常盤町 ビル４ ナルク編集部

サミットが行われた大阪府立国際会議場

流
れ
、
番
組
は
終
了
し

ま
し
た
。

ナ
ル
ク
設
立

周
年

の
記
念
行
事
に
参
加
し

た
。総

会
で
神
野
会
長

は
、

昨
年
は
１
８
０

０
人
の
入
会
が
あ
っ
た

が
差
し
引
き
６
１
２
人

の
減
と
な
っ
た
。
ビ
ジ

ョ
ン
委
員
会
を
設
置
し

て
ナ
ル
ク
の
進
む
方
向

性
を
議
論
し
て
い
る

と
語
っ
た
。
若
い
会
員

の
入
会
を
勧
め
、
ナ
ル

ク
の
理
念
の
継
続
発
展

を
目
指
す
と
の
力
強
い

決
意
表
明
が
行
わ
れ

た
。一

方
、記
念
講
演
で
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の

堀
田
力
会
長
は
、
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。

日
本
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
誕
生
し
て

年
近
く
に
な
る
が
、
初

代
が
去
ら
れ
る
と
勢
い

が
な
く
な
る
。
例
と
し

て
日
野
原
重
明
先
生
の

作
ら
れ
た
団
体
を
挙
げ

ら
れ
た
。

そ
の
点
、

ナ
ル
ク
さ
ん
は

と

持
ち
上
げ
て
い
た
だ
い

た
あ
と
、

楽
し
い
社

会
、
皆
で
支
え
る
社
会

実
現
の
た
め
に
、
熱
い

気
持
ち
を
持
ち
続
け
て

ほ
し
い
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
気
持
ち
を
ま
と
め

る
こ
と
が
大
切

と
激

励
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
生
百
年
時

代
を
迎
え
、

長
寿
の

不
安

を
持
つ
高
齢
者

堀
田
会
長
の
講
演
に

堀
田
会
長
の
講
演
に

拠
点
の
将
来
を
思
う

拠
点
の
将
来
を
思
う

堺
泉
北
拠
点

堺
泉
北
拠
点

橋
野
喜
紀

橋
野
喜
紀

が
増
え
た
。
こ
れ
に
対

し
て
は
、

助
け
合
う

気
持
ち
、
自
分
で
出
来

る
こ
と
は
自
分
で
す
る

意
欲

が
大
切
と
説
か

れ
た
。

そ
の
中
で
ナ
ル
ク

は
、

皆
で
助
け
合
お

う
よ

と
地
域
に
呼
び

か
け
て
ほ
し
い
。
会
員

だ
け
の
助
け
合
い
か
ら

広
く
地
域
に
開
い
た

ナ
ル
ク
サ
ロ
ン

を
中

心
に
活
動
し
て
は
ど
う

か
。
厳
し
く
暗
く
な
り

か
け
て
い
る
社
会
に
、

助
け
合
う
気
持
ち

を
大
切
に
、
新
た
な
道

を
切
り
開
い
て
は
ど
う

か
。
と
結
ば
れ
た
。

こ
の
先
生
の
お
話
に

堺
泉
北
拠
点
の
将
来
を

考
え
た
。
皆
さ
ん
も
一

緒
に
お
考
え
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

６
月

日
、
令
和
に

な
っ
て
初
め
て
の
駅
前

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

の
日
で
す
。

今
回
は
初
め
て
関
西

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ナ
ル
ク

の
会
員

人
、
関
大
生

女
子
４
人
、
男
子
１
人

の

人
が
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
、
天

気
が
心
配
で
し
た
が
、

前
日
夕
刻
、
激
し
い
夕

立
に
見
舞
わ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
日
は

太
陽
も
顔
を
出
し
て
、

暑
さ
も
ほ
ど
ほ
ど
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
和
と

、

大
学
生
と
共
同
で
ク

大
学
生
と
共
同
で
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

高
槻
・
島
本
拠
点

高
槻
・
島
本
拠
点

青
山
忠
史

青
山
忠
史

な
り
ま
し
た
。

草
木
も
若
葉
の
時
期

を
迎
え
、
木
々
も
伸
び

放
題
で
し
た
。
せ
ん
定

組
の
皆
さ
ん
は
バ
リ
カ

ン
を
フ
ル
活
用
し
て
大

活
躍
で
す
。
草
取
り
は

前
日
の
夕
立
の
お
か
げ

で
、
比
較
的
作
業
は
や

り
や
す
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

今
回
は
若
い
美
女
、

イ
ケ
メ
ン
に
囲
ま
れ
会

話
も
弾
み
、
作
業
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。

ま
る
で
孫
と
一
緒
の
時

を
過
ご
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
学
生
の
皆
さ

ん
も
ナ
ル
ク
の
活
動
に

感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
、

次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
参
加
で
き

な
か
っ
た
皆
さ
ん
、
次

回
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

新
連
載
ス
タ
ー
ト

全
国
同
好
会
め
ぐ
り

こ
の
指
止

ま
れ

と
い
う
連
載
が

月

号
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

全
国
の
拠
点
に
は

素
晴
ら
し
い
同
好
会

が
あ
り
、
多
く
の
方

が
日
々
研
さ
ん
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
拠
点
の
自

慢
の
同
好
会
の
活
動

の
様
子
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

・
文
字
数
約
８
０
０

・
写
真
１
枚
添
付

代
表
、
近
藤
枚
方
拠
点

副
代
表
、
浅
野
徳
島
拠

点
代
表
が
拠
点
の
時
間

預
託
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
、
出
席
者
に
感
動

を
与
え
た
。
さ
ら
に
函

館
拠
点
の
中
村
事
務
局

長
が

担
い
手
養
成
講

座
の
成
果
を
生
か
す
方

法
は
何
か

の
分
科
会

に
登
壇
し
た
ほ
か
、
寺

井
副
会
長
が
現
在
進
め

て
い
る
総
合
事
業
の
展

開
の
中
で

現
場
視
察

を
有
効
に
行
う
に
は
、

ど
ん
な
工
夫
を
す
れ
ば

よ
い
か

に
つ
い
て
意

見
を
開
陳
し
た
。
（
詳

細
は

月
号
に
掲
載
）

が
決
め
手
と
な
っ
て
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。昨

年
か
ら
は
事
務
局

長
の
任
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の

年

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
特
技
も
な
く
、
活

動
も
少
な
か
っ
た
私
に

と
っ
て
良
か
っ
た
の

は
、
ナ
ル
ク
の
活
動
に

真
剣
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
多
く
の
会
員
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ

た
絆
や
感
動
が
自
分
自

身
の
大
き
な
喜
び
と
な

り
、
財
産
に
な
っ
て
い

ま
す
。何

か
に
一
生
懸
命

に
な
っ
て
い
る
姿
は
何

よ
り
も
美
し
く
尊
い

と
い
う
言
葉
が
大
好
き

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
、
ま
さ
に
こ
の
言

葉
通
り
で
あ
り
、
自
分

の
た
め
に
も
、
こ
の
言

葉
を
励
み
に
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

現
在
、
ナ
ル
ク
全
体

と
し
て
会
員
の
高
齢
化

や
減
少
に
よ
る
活
動
の

停
滞
が
危
惧
さ
れ
、
新

し
い
仕
組
み
や
取
り
組

み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
一
日
も

早
く
具
現
化
さ
れ
、
今

後
へ
の
大
き
な
勇
気
と

明
る
い
希
望
に
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

同
時
に
、こ
れ
ら
の
活

動
を
支
え
る
の
は
何
と

い
っ
て
も
会
員
の
皆
さ

ん
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

課
題
に
共
に
助
け
合
い
、

一
体
と
な
っ
て
進
む
仲

こ
れ
に
伴
い
、
読
者
の

広
場（
俳
句
・
短
歌
な
ど
）

の
欄
が
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（３） 第３種郵便物認可 年 月 日発行１部 円ナ ル ク（ ）
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★ ナルク（ ）は最寄りの活動拠点からお届けします。お問い合わせは電話 （代）ナルクへ。

ナ
ル
ク
４
面

１
０
１
０
０
４

藤

尚

尚

御
神
馬
も
長
梅
雨
う
れ
い
空
な
が
め

道
子

青
蛙
ベ
ラ
ン
ダ
に
居
て
葉
の
如
し

佳
美

【
栃
木
】

捨
て
る
服
あ
れ
こ
れ
増
え
る
更
衣
え

小
林
朗

連
れ
鳴
き
て
草
地
横
切
る
四
十
雀

石
原
咲

久
々
も
杖
つ
く
友
に
ひ
と
涙

小
西
檸
檬

郭
公
や
い
つ
も
の
道
の
い
つ
も
の
樹
大
野
か
な
女

緑
さ
す
図
書
館
の
午
後
ま
ど
ろ
み
て

芝
田
障
子

【
ふ
く
い
】

初
な
り
の
胡
瓜
一
本
仏
前
に

松
原
宗
弘

お
好
み
の
柄
は
黒
色
日
傘
さ
す

仲
野
弘
子

【
茨
木
・
摂
津
】

馬
の
目
に
映
る
あ
ざ
み
と
日
本
海

新
井
鏡
子

日
々
育
ち
活
気
漲
る
柿
若
葉

田
中
浩
美

野
菜
作
り

年

【
な
が
の
】
大
井
友
夫

定
年
後
、
本
格
的
に

始
め
た
野
菜
作
り
も

数
年
の
歳
月
を
経
た
。

野
菜
作
り
は
日
照
、
降

雨
、
気
温
の
ほ
か
諸
々

の
自
然
環
境
の
条
件
が

多
種
多
様
に
あ
る
。
そ

れ
に
収
穫
し
た
作
物
の

出
来
は
一
様
で
は
な

く
、と
て
も
難
し
い
も

の
づ
く
り

だ
。

そ
れ
に
連
作
障
害

と
い
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

の
野
菜
は
同
じ
場
所
に

植
え
る
と
育
ち
が
悪
く

な
る
の
で
、
広
大
な
土

地
が
必
要
と
な
る
。
そ

れ
は
草
取
り
や
土
地
の

管
理
に
、
よ
り
多
く
の

労
力
を
使
う
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
私
が
耕
作

す
る
土
地
は
自
宅
周
辺

と
標
高
８
０
０

ほ
ど

の
七
二
会
陣
場
平
の

借
地
で
友
人
と
二
人
で

耕
作
に
励
ん
で
い
る
。

山
畑
に
は
野
沢
菜
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
大
根
、
白

菜
、
ネ
ギ
、
花
豆
な
ど

多
く
の
種
類
の
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
。
高
原

野
菜
と
し
て
味
も
出
来

は
良
く
上
々
だ
が
、
そ

の
一
方
、
山
の

住
民

で
あ
る
ク
マ
や
イ
ノ
シ

シ
、
タ
ヌ
キ
ら
の
餌
場

に
な
り
か
ね
な
い
と
い

う
悩
み
も
抱
え
て
い
る
。

彼
ら
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
カ

ボ
チ
ャ
な
ど
が
好
物
の

よ
う
で
、
一
夜
に
し
て

根
こ
そ
ぎ
無
く
な
る
こ

と
も
あ
る
。
友
人
と
私

は
柵
や
綱
で
防
御
し
て

闘
う
な
ど
、
知
恵
比
べ

の
日
々
で
も
あ
る
。

収
穫
し
た
作
物
は
す

べ
て
親
戚
や
近
所
、
ナ

ル
ク
の
仲
間
に
提
供
し

て
い
る
が
、
と
て
も
喜

ん
で
く
だ
さ
る
。
そ
ん

な
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
励

み
に
、
そ
し
て
自
身
の

趣
味
と
し
て

数
年
続

け
て
来
た
。
野
菜
作
り

は
私
の
生
き
が
い
で
あ

り
、
健
康
維
持
増
進
に

寄
与
し
て
く
れ
て
い
る
。

く
し
く
も
、
こ
の
原

稿
を
書
い
た
７
月

日

は

回
目
の
誕
生
日

だ
。
以
前
は
気
に
な
ら

な
か
っ
た
疲
労
感
が
残

る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ

と
何
年
、
続
け
ら
れ
る

の
だ
ろ
う

と
、
ふ
と

思
っ
た
り
す
る
。
そ
し

て

野
菜
作
り
も
終
活

期
を
迎
え
た
か
ぁ
と
、

し
み
じ
み
と
感
じ
る
こ

の
頃
な
の
だ
。

あ
る
日
の
出
来
事

【
宮
城
】
大
場
恵
美
子

年
齢
か
ら
み
れ
ば
、

私
は
正
真
正
銘
の

シ

ニ
ア

。
で
も
従
来
、

明
る
い
色
が
大
好
き
な

私
は
身
に
着
け
る
洋
服

な
ど
は

年
齢
な
ん
て

関
係
な
い
わ

と
、
大

胆
な
色
合
い
の
も
の
を

選
ん
で
着
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日

の
こ
と
。
３

４
歳
の

子
供
が

お
ば
あ
ち
ゃ

ん

と
呼
ん
で
い
る
。

自
分
の
こ
と
を
言
っ
て

い
る
な
ん
て
思
い
も
し

な
い
私
は
周
り
を
見
回

し
た
が
、
そ
れ
ら
し
き

人
の
姿
は
見
当
た
ら
な

い
。
慌
て
て

え
っ
、

私
？
と
気
付
き
、ぎ
こ

ち
な
く
手
を
振
っ
た
。

一
瞬
の
出
来
事
だ
っ

た
が
、
こ
の
情
景
は
今

で
も
私
の
脳
裏
か
ら
離

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
と

い
う
の
も
、
私
に
は
孫

が
な
く
、
一
生
、

お

ば
あ
ち
ゃ
ん

と
呼
ば

れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

っ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
思
っ
た
。
大

好
き
な
明
る
い
色
の
洋

服
を
身
に
ま
と
い
着
飾

っ
て
も
、手
も
脚
も
顔

も
し
わ
が
出
て
、
年
齢

は
隠
せ
な
い
も
の
な
の

だ
と
。

子
供
は
見
た

ま
ま
を
声
に
出
し
た
だ

け

と
、
納
得
し
た
。

拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点だだだだだだだよよよよよよよりりりりりりり拠点だより
【
堺
】

喜
び
を
感
じ
て

食
事
作
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

大
阪
の
堺
市

内
に
あ
る
障
害

者
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
で
毎
週
火
曜
、

食
事
作
り
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
作
る
の
は
夕
食

で
、
６
人
の
会
員
が
２

人
１
組
の
ロ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
組
ん
で
毎
回
、

３

５
人
分
の
食
事
を

作
り
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
入
所
者

の
方
や
付
き
添
い
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
ら
が
考

え
、
食
材
は
冷
蔵
庫
に

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
調
理
台
に
置

か
れ
た
献
立
表
を
見
て

調
理
を
し
ま
す
。

食
材
は
食
べ
や
す

い
よ
う
に
細
か
く
切

る

こ
と
を
心
掛
け
な

が
ら
調
理
を
始
め
ま
す

が
、
食
事
作
り
に
年
季

が
入
っ
て
い
て
も
毎

回
、

う
ま
く
作
れ
る

か
な
ぁ

味
付
け
は

こ
れ
で
良
い
の
か
な

ぁ

食
べ
や
す
い
か

な
ぁ

盛
り
付
け
は

こ
れ
で
い
い
か
な
ぁ

な
ど
と
緊
張
も
す
る
よ

う
で
す
。

そ
れ
で
も
、
２
人
で

取
り
組
む
こ
と
で
相
談

し
合
い
な
が
ら
作
れ
る

の
で
、
出
来
上
が
っ
た

と
き
は
ホ
ッ
と
し
、
夕

食
の
お
手
伝
い
が
出
来

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

て
い
ま
す

と
、
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

当
番
の
日
、

今
日

は
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
か

な
ぁ
。
う
ま
く
作
れ
る

か
な
ぁ
と
ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
セ

ン
タ
ー
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

【
大
阪
南
】

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

昭
和
時
代
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
ブ
ー
ム
が
再
来
し

て
久
し
い
が
、
そ
の
時

代
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
熱

中
し
た

シ
ニ
ア
ボ
ウ

ラ
ー

が
、
多
く
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
で
プ
レ
イ

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

健
康
志
向
の
高
ま
り

も
あ
る
中
、
我
が
拠
点

で
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
愛
好

者
も
多
々
お
り
先
般
、

大
阪
北
拠
点
と
の
合
同

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、
７
人
の
参
加
者

で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
大
半
は
数

年
か
ら
数
十
年
の
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
初
め
は
感
覚
が

う
ま
く
つ
か
め
ず
、
ガ

タ
ー
も
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、

昔

取
っ
た
き
ね
づ
か
か
、

若
か
り
し
時
に
身
に
着

け
た
腕
前
は
投
げ
て
い

る
う
ち
に
頭
角
（
？
）

を
現
し
、
ス
ト
ラ
イ
ク

や
ス
ペ
ア
も
出
る
よ
う

に
な
り
、
拍
手
が
鳴
り

響
き
ま
し
た
。

１
４
９
点
と
い
う
高

得
点
を
出
し
た
人
も
い

ま
し
た
。聞
け
ば
時
々
、

若
い
学
生
さ
ん
ら
と
一

緒
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
る
と
の
こ

と
。
今
回
の
メ
ン
バ
ー

の
中
で
は
別
格
の
存
在

で
し
た
が
腕
前
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、
み
ん
な
で

１
時
間

分
、
会
話
と

笑
い
も
含
め
、
十
二
分

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

【
各
務
原
】

大
垣
拠
点
か
ら
事
務
所

開
設
の
お
祝
い
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

我
が
拠
点
は
昨
年
、

新
事
務
所
を
開
設
し
ま

し
た
が
、
６
月
の
あ
る

日
、
大
垣
拠
点
の
代
表

を
は
じ
め
５
人
の
人
た

ち
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

諸
々
の
お
祝
い
品
も

い
た
だ
い
た
上
に
、
素

晴
ら
し
い
交
流
事
務
所

で
す
ね

と
の
お
褒
め

の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
開
設
に
伴
う
大

変
さ
も
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
、
う
れ
し
い
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

我
が
拠
点
自
慢
の
手
打

ち
そ
ば
と
料
理
を
み
ん

な
で
い
た
だ
き
、
楽
し

ナルクの現勢ナルクの現勢
年 月現在

本部 住所電話は１面
題字下に記載

東京事務所〒
東京都港区新橋
空調ビル２
電話

地 域 活動拠点数
北海道地区 か所
東北地区 ５
関東地区
信州地区 ５
北陸地区 ２
中部地区 ８
近畿地区
中国地区 ７
四国地区 ６
九州地区 ３
合 計

海 外
ナルク １
ナルクスイス １
ナルク １
ナルクオランダ １

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

【
び
わ
こ
南
東
】

い
ま
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
は
？

今
年
の
定
期
総
会
の

あ
と
の
懇
親
会
で
、
参

加
者
に

い
ま
楽
し
ん

で
い
る
こ
と

を
語
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

★
織
田
信
長
の

人
間

五
十
年
。
下
天
の
内
を

比
べ
れ
ば
、
夢
幻
の
如

く
な
り

を
引
用
し
、

現
在

の
身
。
何
事
に

も
楽
し
み
を
持
つ
よ
う

に
し
て
い
る
。

★
最
近
、
民
謡
と
三
味

線
に
は
ま
っ
て
い
る
。

★
遠
距
離
も
い
と
わ
ず

一
人
ド
ラ
イ
ブ
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
。

★
ゴ
ル
フ
と
旅
行
を
楽

し
ん
で
い
る
。

（敬称略）
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【
水
戸
】

人
の
善
意
は
い
っ
ぱ
い
受
け
た
少
し
返
そ
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

助
川
浩
史

【
ふ
く
い
】

野
の
隅
に
密
か
に
咲
け
る
小
花
と
て
そ
の
見
事
さ

は
神
の
造
形

吉
村
邦
男

阿
弥
陀
仏
心
委
ね
し
苔
寺
の
畳
の
香
る
静
寂
の
中

酒
井
久
美
子

【
茨
木
・
摂
津
】

ひ
と
と
き
の
鏡
と
な
り
て
水
田
は
梅
雨
の
晴
れ
間

の
空
を
映
せ
り

め
だ
か

【
び
わ
こ
高
島
】

体
調
を
く
ず
し
て
思
う
あ
り
が
た
さ
食
事
の
お
い

し
さ
語
れ
る
喜
び

恭
子

五
百
年
千
年
生
き
て
も
悠
々
と
感
動
与
え
て
教
え

尊
し

ち
よ
こ

【
銚
子
】

留
守
宅
の
ア
ジ
サ
イ
の
花
寂
し
げ
に

一
戸
建

初
夏
の
風
地
蔵
菩
薩
に
そ
っ
と
触
れ

恵

【
横
浜
】

日
を
選
び
梅
干
し
ひ
と
日
暮
れ
に
け
り

未
知
子

葉
に
か
く
れ
水
玉
き
ら
り
青
蛙

佳
子

【
横
浜
】

や
さ
し
さ
に
触
れ
る
と
溶
け
る
胸
の
石

小
道

【
岐
阜
】

金
融
庁
本
音
漏
ら
し
て
大
目
玉

荘
助
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